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研究成果の概要（和文）：本研究の研究成果は３点ある。その概要は、１、WSは参加者、ファシリテータ、活動対象の
3つから構成されていることを基に、F2LOモデルを定義した。２、WSの３つの構成要素は、相互間の関係性の分析を重
層的な視点から組み立ていくことの重要性を指摘した。そして、WSにおけるコミュニケーション構造は「位置づく－見
立てる－味わう」の３つの場面の重層的な関係性を調査した。３、WSの重層的な関係性を分析していくために、iOSア
プリ「デキゴトビデオ」を制作した。この「デキゴトビデオ」は、映像の編集を簡単に出来ることで臨床的な調査に適
したツールである。今後、学習環境デザインの分野で活用することが期待されている。

研究成果の概要（英文）：There are three points research results of this study. The outline is as follows. 
1, Based on the fact that workshop is composed of learner, facilitator and activity object, I was defined 
as F2LO model workshop. . 2, Three components of workshop pointed out the importance of that to assemble p
oint of view multi-layered analysis of the relationship between each other.3, In order to continue to anal
yze the relationship of multi-layered workshop, I produced iOS app "Dekigoto-Video". It is expected  that 
can be utilized in the field of learning environment design and design learning community in the future.
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１．研究開始当初の背景 
 ワークショップという方法への注目の源
泉はコミュニケーション能力への関心の高
まりが国内外を問わず出てきていることに
起因している。OECDが展開している PISA
型読解力や PIAAC（成人スキルの国際比較）、
PISA 型の学力を背景とした日本の新学習指
導要領の言語力でもその中核にコミュニケ
ーション能力の育成をおいている。コミュニ
ケーション能力は、情報社会、グローバル経
済の進展を踏まえて、多様な社会グループで
の人間関係制能力＝コミュニケーション能
力の国籍間の軋轢を減少させる基本的な主
要能力と考えている。本研究は、コミュニケ
ーション教育として 2010 年度から実施され
ている文部科学省・文化庁が実施している
「児童生徒のコミュニケーション教育に資
する芸術表現体験事業」を始め、地方自治体
でも同様の取組が展開されている事例に着
目した。これらの事例とは、演劇、ダンス、
音楽、メディア表現等のアーティストやファ
シリテータ等の外部の人材が教員と協働で
展開しているワークショップである。コミュ
ニケーション教育としてワークショップで
生成される協働的な活動の場面を重要な意
義として挙げている。しかし、教育現場から
の声として、ワークショップの教育的な意義
や評価に関する不明確さを指摘するものも
少なくない。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ワークショップにおける
コミュニケーション行為の分析とその評価
に関する実践的な研究であり、分析や評価に
関するアプリケーションの開発である。ワー
クショップの学校現場への導入は、2010 年
度「児童生徒のコミュニケーション能力に資
する芸術表現体験事業」等近年増加している。 
 知識獲得を中心とした教育現場でも、その
獲得する方法としては、多様なものが求めら
れ、ワークショップ型の授業と言う「コミュ
ニティ形成（仲間づくり）のための他者理解
と合意形成のエクササイズ」という前提条件
のもと、「学びと創造のスタイル」を方法と
してとらえることができ、実践者としては、
「協働性を軸に、それを支えるために即興性、
身体性の要素として、参加者に自己原因性感
覚の継続させる」ことをそのデザインの中核
に据えることなどを定義して、ワークショッ
プを包括的に研究できる切り口は整えた。 
 そして、ワークショップの分析の方法論と
しては、「F2LO（エフツーエルオー）モデル」
を設定し、ワークショップで起こっているフ
ァシリテータと参加者間、参加者間、活動の
対象とファシリテータと参加者間における
コミュニケーション構造の変容としてとら
えることとした。 
３．研究の方法 
 本研究は、理論研究、実践研究、ツール開
発研究の三つの分野が独自性を保ちつつ、有
機的に関係しながら、分析過程を中心に、研

究を展開した。理論研究は、下記の二つの視
座から研究を進めていく。一つ目が、ワーク
ショップにおける学習は、「関係性の変化」
であると定義し、ワークショップに見られる
参加者の能動的活動やファシリテータの即
興的対応など、ワークショップ中に起こって
いる「出来事」を、認識論、学習論の観点か
ら理論化した。そして、アンラーニングワー
クショップの基本モデルとして発表した「F
２LO モデル」に関して、具体的事例を検討
していくことを通して、より精緻で汎用性の
ある理論として構築していき、ワークショッ
プに存在する「学び」の場面を具体的に検証
し、詳細な分析過程に基づいて明らかにして
いく。二つ目が、ワークショップをナラティ
ブアナリシスの視座から見て、ワークショッ
プの場面のおける、注目すべき出来事の抽出
（瞬間リフレクション）、それらの関連性を
手がかりにつなぐエピソード構成、さらにエ
ピ ソ ー ド を 「 行 為 の 中 で の 省 察 」
（Reflection-in-Action）からナラティブ創出
へと構成される過程を、一連のワークショッ
プ活動をめぐっての人々の集団リフレクシ
ョンのなかから抽出し、ワークショップで生
まれている人々の認識の転換、学びなおし
（アンラーニング）、あるいはものごとの見
方・見え方の変容を的確の捉える分析手法を
開発する。践研究は、ワークショップデザイ
ナーの熟達者がワークショップに取り組ん
でいる中で実践する即興的な対応を
Schon(1983)が明らかにした「行為の中の省
察」を基づいた reflective practitioner と位
置づけ、参加者の主体的で能動的な活動の増
幅と即興的な対応との関係の決定的な場面
を抽出し意味づける分析を実践した。 
 ツール開発研究では、特に理論研究との親
和性を高めていくために、機能を可能な限り
削減した上で、シーン分析を重視して、場面
を振りながら、そこにあるストーリーの行き
方は、複数見渡すことで多元化していくので、
そこを見ていくためのツール開発の基本と
して位置づける。それは、ワークショップの
実践者を育成していく場面では、ワークショ
ップを見る目を掲示しながら、それをみるた
めの道具としてツール開発した。 
４．研究成果 
 本研究はワークショップの分析単位とし
て「F2LO（エフツーエルオー）モデル」を
構築した。ワークショップは、またその目的
に基づいて学習者の参加のプロセスをデザ
インし、さらにその参加過程をサポートする
者も不可欠である。これを「ファシリテータ
(F)」とする。ファシリテータは最少一名必要
となる。学習者と兼ねることも可能な場合が
あるかもしれないが、機能的には必ず一名が
必要となる。ファシリテータは個々の学習者
あるいは学習者間のコミユニケーションに
働きかける。さらにワークショップには、フ
ァシリテータにサポートされながら学習者
が取り組む何らかの作業がある。これを「対



象(O)」とする。参加している学習者自身ある
いはファシリテータが対象となる場合も考
えられるが、機能的には最少で一つの対象が
ワークショップに用意されている必要があ
る。ワークショップに参加した学習者たちは、
ファシリテータのサポートを受けつつ、他の
学習者とコミュニケーションをとりながら、
この対象に対して何らかの作業を行うこと
になる。この関係構造が維持されている限り、
それはワークショップである。これがワーク
ショップの分析単位であるF2LOモデルであ
る。この F2LOモデルを軸に、ワークショッ
プで起こっているファシリテータと参加者
間、参加者間、活動の対象とファシリテータ
と参加者間におけるコミュニケーション構
造の変容としてとらえることとした。そして、
F（ファシリテータ）、L（Leaner 参加者）、
Ｏ（活動対象）の３つをワークショップの構
成要素として位置づけた。ワークショップの
構造分析は、ワークショップの 3つの構成要
素の相互間の関係性を分析することになる。
本研究は、ワークショップの 3つの構成要素
の相互間の関係性を協働性の生成に注目し
て分析した。分析の成果としては、参加者に
何が起こっているのかをコミュニケーショ
ン構造として見ていくと、「位置づく–見立て
る–味わう」という三つの場面が生まれてい
ることをあきらかにした。コミュニケーショ
ンの媒介となっているものは、参加者の「見
立て」であって、それが自分と活動対象の間
で起こってみたり、参加者同士で交換してみ
たり等、いろいろなコミュニケーションを展
開していくための原資になっていることは
明らかにしてあるが、それらの関係性がワー
クショップの現場で円環（繰り返し再生産）
していく構造については解明されていない。
その部分について評価可能なレベルまで明
らかにする。活動対象の「試行誘引性」「連
想増幅性」「作品共有性」の特性を見いだす
ことができた。 
 ワークショップの評価モデルを構築した。
ワークショップとして教育分野で実施され
ているワークショップの実施者や教員の芸
術家や媒介的な活動をしているファシリテ
ータやNPO職員への面接法による調査とワー
クショップの構造分析による成果として評
価モデルの項目として、目的に応じた評価 1
（客観評価）、評価 2（改善）、評価 3（振り
返り）と、評価の視点としての典型的な主体、
対象、表示方法を作成した。 
 評価 1 
客観評価 

評価 2 
改善 

評価 3 
振り返り 

主体 外部者 デザイナ・フ

ァシリテータ 
参加者 

対象 参加者の活
動・体験 
デザイン 
ファシリテ
ーション 

参加者の
活動・体験 
デザイン 
ファシリ
テーショ
ン 

参加者の
活動・体
験 
 

表示 
方法 
数量的・質
的表示 

質的表示 質的表示 

 ツール開発の成果としては、ワークショ
ップの現場で生起している「場面」を合わせ
て「出来事」とし、出来事の時間軸を広げて
共通項を見いだし「エピソード」として、そ
れを全体に意味づけ「物語」とするナラティ
ブに着目した「多義創発的逆進–向進探索」
を基本としてソフトウェアの開発してきた。
本研究では、これまで知見をより精緻化して
いくことと、コミュニケーション構造の分析
として、WS を映像記録し、切り出した場面を
属性毎に整理したり、熟達者のファシリテー
タの行動が実行される WS 現場における行動
データの映像記録化し、その特徴的な場面を
切り出して分類し、その記録を利用した回顧
的インタビューの映像記録との重層的な構
造を可視化することで行動選択過程が分析
出来る等の他の映像記録と連結したりする
などを通して F2LO モデルの多様な比較対象
を可能にするソフトウェアを開発した。 
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